
歯科補綴学第一講座大学院１年

村　田　はるか（29期生）

平成11年4月17日に新潟大学歯学部大講堂にお

いて、新潟大学歯学部同窓会主催の学術講演が催

されました。掲示板で興味を引かれ、参加する機

会を得たため、感想を書かせていただきます。最

近の健康志向の高まりや、ダイエットブームなど

からも、肥満に関しては男女、年齢に関わらず興

味をひくトピックスであるでしょう。肥満の予防

という題目から、この講演を聞くと肥満にならな

い方法がわかるのか？と甘い期待を軽く抱いてい

ました。とくに、最近テレビ番組で肥満に関する

遺伝子や、ある年齢までの脂肪細胞数がその人の

一生の肥満度を左右するということについてとり

あげていたので、これらは本当のところどうなの

か大変興味がありました。

講演の内容は、食事をした際、脳では視床下部

の満腹中枢にその情報が伝達され食欲が抑えられ

ますが、これらの指令を伝えるレプチンという物

質と、レプチンのメッセージが伝えられるための

ステップと段階毎の障害について述べられまし

た。レプチンは脂肪細胞により産生されるため、

重篤な肥満では、脂肪細胞により産生されなかっ

たり、レプチンと結合する視床下部の受容体が活

性を失っていることがわかっているそうです。１

番私の興味を引いたのは、このステップの外因性

の制御機能の破綻にストレスが関与しているので

はないかということでした。満腹中枢が満たされ

ることがないために、まるまる太ったマウスのス

ライドを見て、なにかとストレスを感じる現代人

にその姿が重なり恐いなと感じてしまいました。

今は飽食の時代。いつでも、自分の好きなもの

副会長　本　間　信　策

日時　平成11年４月17日（土）

午後12時30分～

会場　新潟大学歯学部第一講義室

今年も例年より暖冬のせいか、歯学部駐車場脇

のみごとなそめいよしのも散り始めていました。

新潟大学歯学部同窓会の平成10年度総会が、県

支部総会に引き続き、上記日時、会場で開催され

ました。出席は40数名で、本間裕先生が議長を担

当しました。

２年目に入る神田正一会長より挨拶があり、な

にかと厳しい時世ではありますがよろしくご協力

願いたい旨、話がありました。会費納入率が落ち

てきていることへの対応、学部長・病院長が交替

した大学歯学部との調整、新しく予定されている

同窓会支部への学術講演会講師派遣事業、会費の

自動振替システム導入、代診紹介窓口設置、また

平成11年秋に当番が当たっている国歯協の準備、

それに神田会長が特に力をいれている初めての支

部長会議開催などについて説明・協議がなされま

した。

午後３時から同窓会主催の学術講演会があり、

歯科薬理学講座川島博之教授より「肥満の予防・

治療は可能か」という演題で、最新の研究の話が

ありました。皆さん関心のある内容なので、たく

さんの質問も出、盛況でした。

また午後５時より大会議室で、3,000円会費の懇

親会を催し、懐かしい顔ぶれの参加もありました。
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同窓会だより

平成11年度同窓会総会報告 肥満の予防・治療は可能か？
歯科薬理学講座教授　川島　博行先生の講演を聞いて



また新潟大学自身も社会的な波に晒されており

ます。

学生達にあっても各支部の情報を知りたがって

おります。

この会議が実りあるものになりますようお願い

したい。

報告

１）同窓会本部の各理事より事業活動の報告、説

明あり。

２）各支部活動の報告、説明

支部では総会と学術講演会の年２回の集会、会

費は年１万円～５千円が多く支部の会員数は新潟

の264名は別として60数名から20数名。

問題点として会費徴収と県域が広い又は、二県

以上にまたがる支部は結束と活動に苦労がある。

協議

１）同窓会支部へ学術講演講師派遣について

新潟県支部での定期セミナーの活動の蓄積があ

り（Ｓ62～Ｈ11の資料配布）、講師等を活用して

欲しい。

２）代診紹介システムについて

検討委員会をつくった。

３）同窓会費納入率低下について

以前は80％、近年は70％を切る。

平成12年より郵便貯金からの自動引き落としと

したい（当面は現行との二本だてになりそう）各

支部に御協力をお願いしたい。

４）今後の支部長会議について

今回は初めてであったが、次回開催するなら費

用・時間・場所が検討項目。

５）その他

新入生の県別データが欲しい。……可能

開業時は支部長に連絡して欲しい。

……学生との連絡アドバイスの会はあるが

個々の意向の捕捉は不可能。

◎　新潟大学歯学部の近況について

花田晃治（歯学部長）

行政改革の中で国立大学の存在価値が見直され

ている。（すなわち大学の淘汰）

本学歯学部も存亡をかけて講座の改組等、検討

が好きなだけ食べられます。でもその一方で、大

切な栄養を適量に的確に摂ることが難しくなって

いると思います。楽しみながら、よく嚼んで味わ

って食事することが肥満を防ぐらしい、と言う話

もありますが、もともと遺伝的にレプチンや視床

下部の受容体に異常のある人や、ストレスなどに

よりこれらが破綻してしまった場合はこれらの研

究が臨床応用されると有効かもしれません。

最後に、臨床と違い、基礎の研究は一見地味で

すが、時代を越えて未来の人々を救う可能性を秘

めている分おもしろそうだな、と痛感しました。

大学院１年目で臨床も研究も未知で不安がいっぱ

いですが、いつか何らかの形で人に役立つ仕事が

できるようになりたいなと改めて思いました。意

外と基礎の先生方の研究は同じ学内にいながら存

知上げないことも多いのでこのような機会がもて

たことは大変勉強になり感謝しております。今後

もこのような催しに積極的に参加してゆきたいで

す。

第１回　新潟大学歯学部同窓会
支部長会議開催される

副会長　神　保　陸　郎

平成11年５月29日（土）午後２時より、新潟大

学歯学部大会議室に於いて13支部中、９支部長

（一部代理）及び同窓会本部　会長以下三役、担

当理事、監事、12名出席のもと標記支部長会議が

開催された。

本間信策（副会長）の議長により会議が進めら

れた。

会長挨拶（神田正一）

多忙の中、各支部又は各自の経費負担で参加し

ていただき心苦しい所であります。

現在1,562名の同窓会員がおり、本年度は29期生

が卒業しました。同窓生には年齢差が出来てきま

した。

同窓会々費納入率低下、緊急時・代診派遣制度

など問題も色々出てきております。

51



１．開会のことば

東京医科歯科大学歯科同窓会副会長

志村長広

２．当番校会長挨拶

東京医科歯科大学歯科同窓会会長

柴田嘉則

３．来賓紹介

４．出席者紹介

５．来賓挨拶

日本歯科医師会会長 中原　爽

参議院議員 大島慶久

東京医科歯科大学学長 鈴木章夫

東京都歯科医師会会長 西村　誠

６．全歯懇会議

特別講演「21世紀の健康戦略」

講師　東京都立大学大学院教授　星　旦二

講師　日本福祉大学教授 川渕孝一

ディスカッション

座長　東京医科歯科大学歯科同窓会理事

矢沢正人

７．協議

議長選出

(1) 次々期当番校選出

(2) その他

８．次期当番校挨拶　神奈川歯科大学同窓会

９．閉会のことば

東京医科歯科大学歯科同窓会副会長

広井清智

特別講演について

１．講師　星　旦二先生　

－北欧の歯科保健対策から学べること－

数多くのデータを基に、まず健康と医療のかか

わり度について述べられ、健康は、・日常生活習

慣、・自然環境、・遺伝、等に大きく関連し、医

療の貢献は10％程度であると鋭く指摘され、個々

人の気の持ちようが大きいと話されました。又、

日本の医療制度は病気を治すほど収入が減るよう

になっており、将来は、より情報公開を行い地域

努力している。

◎　新潟大学歯学部附属病院の近況について

河野正司（病院長）

国民のニーズに大学附属病院が応えているか問

われている。

採算、受診率、も大切で教育機関（卒前・卒後、

大学院公開講座、住民教育）

高度先進、基幹病院の役割を果たし、開業医と

有機的に連携して行きたい。

病院の再編成……患者中心に動くシステム

教育病院の性格……総合診療室の拡充、をめざ

す。

第41回全国歯科大学同窓・校友
会懇話会に出席して

会　　長　神　田　正　一
第41回全国歯科大学同窓・校友会懇話会が、東

京医科歯科大学歯科同窓会の主催により、東京、

帝国ホテルにて開催されました。多和田専務理事

と共に、雨の降りしきる中会場につき、早速会議

に臨みました。開会の言葉に続き、来賓挨拶とな

り、日歯会長中原爽先生が本会議の意義そして時

局問題についてお話されました。その後「21世紀

の健康戦略」と題して、星旦二先生、川渕孝一先

生２名の講師による特別講演が行われました。二

題とも医療というものをマクロにそして経済的視

野に立っての興味深い講演であり、その後のディ

スカッションにおいても、我々歯科界の将来につ

いての質問等、活発な意見交換が行われました。

会議の後、懇親会があり、各大学の役員の方々と

それぞれの大学の様子や同窓会の状況などを聞く

良い機会となりました。

全国歯科大学同窓・校友会懇話会式次第

日時:平成11年７月３日（土）午後２時～５時30分

場所:帝国ホテル

司会:東京医科歯科大学歯科同窓会専務理事

兵頭英昭
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本晴れの一日でした。各地から10校27名の参加が

あり、３時間の予定を大きく延長して、熱の籠っ

た講演と協議がもたれました。我が同窓会からは

神田会長、深町総務理事と私の３名が出席しまし

た。

当番校である北海道大学歯学部同窓会の小山田

哲会長の挨拶の後、出席者の自己紹介、鶴見大学

歯学部の宮武光吉教授の講演、各協議事項の討議

へと会次第が進められました。

１．講演「歯科医師の供給と需要をめぐって」

昭和59年に設置された将来の歯科医師需給に関

する検討委員会の提言に基づき、平成７年を目途

に全国の歯科大学・歯学部において、入学定員の

削減が行われ、削減率は平成６年において19.7％

に達した。しかし、その後に実施された平成９年

度厚生科学研究班「歯科医師需給の予測に関する

研究」（主任研究者:森本基・日本大学研究所教授）

によると平成37年には９千～１万８千人程度の歯

科医師の過剰が見込まれると推計された。

そのような状況に陥った場合、歯科医療の質の

低下、良質な歯科医療提供に関わらないサービス

競争及び過剰診療を惹起する危険性が否定できな

い。また、歯科医師の過剰は歯科医療費及び国民

負担の増加に影響を与え、加えて、職業としての

歯科医師の魅力の低下が懸念される。その為、歯

科医師数の適正化の為の施策が必要となるが、単

に入学定員の削減のみで調整を行った場合、平成

37年以降においては逆に歯科医師の供給不足を来

すことになる。そこで、臨床研修の必修化及び高

齢歯科医師の稼働停止等を組み合わせた幅広い対

応が必要となる。因みに、70歳以上の歯科医師が

稼働を停止した場合の削減効果は平成37年におい

て12％を上回り、さらに臨床研修１年必修化、歯

科医師国家試験の見直し及び入学定員の10％程度

の削減等を併せて行えば、平成42年頃には供給歯

科医師数と需要歯科医師数は概ね均衡がとれると

推計している。その他併せて進められるべき施策

としては、歯科診療所の地域偏在の是正、かかり

つけ歯科医機能の普及と定着、基礎歯学の充実に

よる研究者の増加及び国際協力の推進による海外

責任制や登録医制を考えて行く必要があるとのこ

とでした。そして、歯科医療の展望として、

・国立研究所の設立

・歯科の位置付けのアップ

・予防効果の提示

・発想の転換

等を上げられ、現在のままの歯科保険制度ではだ

めで、大きな発想の転換が必要であることを強調

されました。

２．講師　川渕孝一先生

医療を経済学の視野から見詰め、国と医療のか

かわりについて述べられました。

・日本の医療制度改革が迷走を続けている理由

・効率性と公正性のバランス

・医療給付の範囲と優先順位－少子高齢化対

策、健康投資政策、医療産業政策

以上のようなテーマでお話しになり、時代の大

きな変化の中にあり、歯科医療は根本的に体質の

変換を迫られ、患者との関係を「削って詰めて幾

ら」というような治療中心から、長期的に口腔の

健康を守り育てるというものへと変えて行く必要

があることを力説されました。

２題ともマクロな健康に関する医療のかかわり

についてであり、医療現場にいる我々にもこうい

った視野が必要であることを痛感させられまし

た。

平成11年度新設国立大学歯学部
同窓会連絡協議会に出席して

専務理事　多和田　孝　雄
日時:平成11年７月４日（日）

午前９時15分～午後12時15分

会場:東京都「メトロポリタンプラザ」

当番校:北海道大学歯学部同窓会

第41回全歯懇が開催された翌日に平成11年度春

の国歯協が北海道大学歯学部同窓会の主催で開催

されました。前日の梅雨空とは打って変わった日
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ため、学生の中には口腔外科の勧誘宴会と勘違い

する向きもあるようだが、れっきとした同窓会の

メインイベントである。

これも不況のせいか、同窓会もここのところ財

政難で事業計画の見なおしをおこなっているが、

単なる飲み会といってしまえばそれまでのこの学

生との懇親会は最優先事業と位置付けて存続させ

ている。歯科界も歯学部もそして歯学部同窓会も

学生がいなければ先はない。

さて、長谷川渉外理事の司会進行により、同窓

会三役からは挨拶と同窓会組織の説明、そして最

近の歯科開業の状況などについても言及した。こ

の会は今年で10回目を数えるが、ここ数年は若手

の同窓開業医一人をこちらから指名させていただ

き、学生へのアドバイスをお願いしている。今年

は19期生の袖山敬央氏にその役をお願いした。袖

山氏は卒後第二保存に入局され、現在は巻町にて

開業されている。学部、医局、開業と時を追って

ご自身の歩みを語っていただいた。そして、本間

副会長の乾杯の発声により待望の生ビールによる

懇親会へと移った。

最終学年の学生にとって、夏休み前は卒後の進

路に最も悩み深い時期である。以前は、「世間の

水はそんなに甘くないよ、大学でしっかり勉強し

て世の中にでなさい」で済んだ話も、ここのとこ

ろは歯科をとりまく状況が毎年大きく変わり、安

易なアドバイスはできない。歯科医師需給問題に

関連して国試制度の改革がささやかれたり、ある

いは研修医義務化が目前に迫るなど、卒前の学生

にとって不安は多い。特に研修医制度については

勤務歯科医の養成等が考えられる。

２．協議

１）同窓会の会議開催場所について

事前に集計されたアンケートのまとめによると

ほとんどの同窓会は各種会議を学内の会議室で開

催している。中には地元の歯科医師会館を利用し

ている同窓会もあるが大阪大学歯学部同窓会は自

前の記念会館において会議を開催している。

事務局は多くの同窓会が役員の所属する講座内

にもっており、同窓会室すら有るところは少ない

ようである。

唯一同窓会館を有する大阪大学歯学部同窓会長

の話によれば、会館建築当時の会員数は1,000名程

度であり、１名当たり30万円の募金を募ったとの

ことである。この会館建設成功の背景としては活

気のある学術事業の発展が第一の要因であり、学

部との関係や当時の歯科医師の所得水準が共に良

好であったことも幸いしたと述べている。会館は

国有地内の建築物であることから大学に寄贈とい

う形をとっており年間使用料は100万円とのこと

である。

その他の同窓会においては国有施設内というこ

とで同窓会室はもとより、専用電話の１台も置け

ないという状況のところが多い。

２）次々回以降の当番校について

岡山大学歯学部同窓会に決定

３．次期当番校

新潟大学歯学部同窓会

1999年度「歯学部６年生進路
相談会・懇親会」

渉外理事　鈴　木　一　郎
７月16日(金)に歯学部大会議室で歯学部６年生

に対する進路相談会・懇親会を開催した。今年は

51名中39名と例年になく多数の学生の参加があ

り、同窓会側からは、三役・県支部・渉外理事・

その他の学内理事など11名が出席した。毎年、私

(渉外理事)と泉・新美広報理事が準備を担当する
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その際に学部長、病院長からも出席していただき、

大学の現状等のお話を伺い、同窓会としても協力

できることがあるなら是非協力していきたい。

また同窓生も、卒業期の早い人たちは高齢にな

り、自分のからだのことが心配になってきており、

「もし自分が入院したら…」ということを考えな

くてはならない時期になっている。そのような時

にできれば自分の出身校から代診が来てもらえれ

ばと思っているので、その際には協力していただ

きたい。

全歯懇で同窓会館の話があり、我々も一時その

ような話が出たが、バブル経済の崩壊とともにそ

の話も立ち消えになってしまっている。が、また

そのような話が出てくるような際には、学部にも

是非協力していただきたい、という旨の挨拶があ

った。

花田歯学部長　挨拶

我々は新潟大学歯学部が新潟になければいけな

い必要性ということについて答えを出す必要があ

る。そのためには、地域に貢献できることならな

んでもやっていきたい。という旨の挨拶があった。

河野病院長が急患で少し遅れるため、山田教授

から乾杯の音頭をとっていただいて宴会に入っ

た。

花田教授

○医科歯科大学の学部改革の話で、大学院大学へ

の移行、教授の任期性などの話が出ているが、新

大でも文系の学部では任期制で教官が来ている

（但し、医、歯学部では今のところはないけれど

…）。新大でも全学の教官の業績をしるした本が

出ている。

○学部の改組として社会歯科、機能学、形態学な

どと大きく分け、従来の講座性縦割り教育からの

脱却をはかる必要性があることを話された。

野村教授

在宅寝たきり者訪問診療について…新大病院と

しては、在宅寝たきり者を新大病院へ搬送、入院

してもらい、治療をしていきたい。その際の入退

院時の搬送の手段、費用負担についてどうすれば

良いかという質問がなされた。

義務化に向けて各大学でてんでばらばらな研修シ

ステムが試行されており学生はとまどっている。

病院歯科の研修医制度が彼らに魅力的に映るのも

無理はない。ともかく大学の研修医制度の整備は

急務であると感じた。

今年は久々の夏らしい夏で、この日も実にビー

ル日和であった。ビール調達は新美理事の腕のみ

せどころであるが、今年は長年の経験から足りず

余らずのピッタリお見事であった。写真をご覧い

ただけばわかるとおり、この学年は男女ちょうど

半々である。そのせいか？　いつになく懇親会は

長時間に及び、同窓会諸氏はいささかお疲れの様

子で帰途につかれたようであったが、学生は夏休

みの開放感を存分に味わって古町へと流れていっ

た。

平成11年度教授会との定期協議会

渉外理事　藤　巻　　哲

日　時　平成11年７月28日

午後７:05～９:30

場　所　しまや

出席者　教授会　花田歯学部長　河野病院長

山田教授　　　野村教授

同窓会　神田会長　　　本間副会長

多和田専務　　藤巻渉外理事

神田会長　挨拶

同窓会の支部長会議というものを今年開催し、
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同窓会発会式に招かれ、出席して参りました。東

京地方は前日の大雨も上がり、気温30℃を越す猛

暑となった一日でした。

同日は又、７月19日にお亡くなりになった小林

茂夫名誉教授の告別式が東京田園調布の密蔵院に

て行われました。小林先生は、新潟大学歯学部の

創設に当たり、初代学部長として多大なご尽力を

いただき、我々同窓会にとっても大恩ある先生で

あられました。同窓会を代表して、告別式に参列

し、先生の御冥福をお祈り申し上げて参りました。

夕刻５時半より、横浜の神奈川県歯科医師会館

会議室において、神奈川県同窓会発会式が行われ、

来賓として出席し、同窓会本部の状況、母校の現

況等の話を交え、挨拶させていただきました。神

奈川県には70数名の同窓生がおり、開業医・勤務

医・大学勤務とそれぞれに活躍されており、かね

てから同窓会の設立をということで、この会の発

足となりました。会は、まず議長の選出から始ま

り、会則の審議・承認を経た後、会長に５期生の

早川裕先生、監事に１期生の両川弘道先生、５期

生の馬場修一先生を選出、続いてその他の役員の

選出と進みました。早川会長が、会員相互の親睦

と資質の向上、母校及び同窓会の発展に努めると

の目的での会発足の趣旨を述べられ、会員の情報

交換を進め、親睦を深めたいとの挨拶がありまし

た。その後、会場を移して懇親会が行われ、40名

程の同窓の方々が集まりました。１期生から27期

生位まで幅広い層の皆さんの顔が見え、酒を酌み

交わしながらいろいろな話で大いに盛り上がって

いました。

早川先生はじめ、役員の方々は大変でしょうが、

少しずつ顔を合わせ話をしながら、会の発展を図

って行って欲しいと思います。同窓会本部として

も、全国各地に支部ができ、それぞれの地区にお

いて活躍されることは大変喜ばしく、又、後輩達

にとっても心強いものと思います。今後の各支部

の発展を、是非とも期待するところです。

河野教授　挨拶

病院改革の中期目標について学内での検討会が

今月あったが、具体的には院内を改組して総合診

療室を総合診療部に格上げし、その際にできれば

教授をもってきたい旨の話がなされた。

また現在12ある診療科も、４つぐらいにまとめ

ていきたいとの話がなされた。

花田教授より

歯学部病院の玄関前などに卒業生の名前の入っ

たプレートをつけてはどうだろうかとの提案がな

された。

「学部としては大学でこれだけの人達を輩出し

てきたということをアピールできるし、同窓会と

しても是非検討していただきたい」と話された。

多和田専務より

代診派遣事業のシステムが出来上り、スタート

していくことを同窓会員全員に知らせるので大学

病院の窓口として河野病院長になってもらい、同

窓会側の窓口として渉外の鈴木一郎先生になって

もらったらどうかという話が出た。

学会開催の際に、同窓会に援助金の依頼がくる

が同窓会としては会計にそれほど余裕があるわけ

ではないので歯科医学会の分科会に限らしてもら

いたいという話があり、教授会の側からも了承さ

れ、学会を開催するサイドからすると、それより

も一人でも多くの会員が出席してもらった方がう

れしいとの話がなされた。

野村・山田教授より

夜間大学院・社会人選抜について同窓会員の多

くの人たちに入学してもらい大学で研究し学位を

とってもらいたい。また10月24日の同窓会の学術

講演会の時に野村教授が夜間大学院・社会人選抜

について話をしたいとの要請をうけた。

新潟大学歯学部神奈川県同窓会
発会式に出席して

会　　長　神　田　正　一
去る７月22日（木）、新潟大学歯学部神奈川県
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